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軽自動車税（種別割）のお知らせ軽自動車税（種別割）のお知らせ
■問い合わせ■問い合わせ

本庁税務課市民税係（本庁税務課市民税係（☎☎34-2173）34-2173）

　納税通知書を４月 28 日に発送します

　お手元に届いたら、内容をご確認の上、納期限の５

月 31 日火までにお近くの金融機関またはコンビニエ

ンスストアで納付してください。

　軽自動車税（種別割）などの市税は、スマートフォ

ンのアプリを使った納付も可能です。ただし、領収書

や納税証明書（継続検査用）が発行されません。車検

などで必要な人は、金融機関などの窓口で納付してく

ださい。

　減免申請を受け付けます

　本年度の軽自動車税（種別割）の減免申請を次のと

おり受け付けます。昨年度に減免を受けた人も、あら

ためて手続きが必要です。なお、減免は普通自動車・

軽自動車など合わせて１台のみで、福祉乗車券との重

複申請はできません。

■対象者

　身体、知的または精神に障がいのある人とその介護者

障がいの区分 該当級数（本人運転）

視覚障害 １～４級

心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、
直腸、小腸の機能障害

１級、３～４級

平衡機能障害 ３級

音声機能障害
３級（喉頭摘出によ
る音声機能障害があ
る場合に限る）

上肢不自由 １～２級

下肢不自由 １～６級

体幹不自由 １～３級、５級

乳幼児期以前の非進行性の脳
病変による運動機能障害

上肢機能：１～２級
移動機能：１～６級

聴覚障害 ２～３級

ヒト免疫不全ウイルスによる
免疫機能障害

１～４級

肝臓機能障害 １～４級

知的障がい者 : 障害の程度Ａ
精神障がい者 : 障害等級１級

※生計を同じくする人や常時介護する人が運転する場

合は、市ホームページをご覧ください

※複数の障がいがある人は、それぞれの障がいが「身体

障害者手帳の身体障害者等級表による級別」欄に記載

された障がいの級別に該当するものとみなします

■対象車両

　障がいのある人が所有し、本人または生計を同じく

する人が運転する軽自動車

※ 本人の所有以外で減免が受けられるのは、本人が

18 歳未満の場合か、知的または精神に障がいがあ

る場合に限ります

■申請に必要な物

　①障がいに関する手帳、②自動車検査証、③運転す

る人の免許証、④納税通知書、⑤本人以外が運転する

場合は、その使用目的に応じた証明書など、⑥個人番

号カード（マイナンバーカード）または通知カード

■申請日時・場所

市ホームページ▶

期日 時間 場所

５月２日🈷
　～24日火の平日

8:30 ～ 17:15 本庁税務課

５月10日火

9:30 ～ 13:00

江刺総合支所
市民生活グループ

５月11日水 前沢総合支所
市民福祉グループ

５月12日木 胆沢総合支所
市民生活グループ

５月13日金 衣川総合支所
市民福祉グループ

【郵送申請】

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、郵送で

の申請を受け付けます。申請期限を過ぎると受け付け

できませんので、余裕を持って申請してください。

■申請方法　問い合わせ先に備えてある軽自動車税減

免申請書（市ホームページにも掲載）に、次の添付書

類を添えて提出する

■添付書類　①障がい者手帳の写し（顔写真、障がい

名と等級欄、住所が分かるそれぞれのページ）、②自

動車検査証の写し、③運転する人の免許証の写し、④

本人以外が運転する場合は、その使用目的に応じた証

明書など、⑤個人番号カード（マイナンバーカード）

または通知カードの写し

■申請期限　５月 24 日火（当日消印有効）

■送付先　〒 023-8501 ※住所記載不要

　　　　　　奥州市役所　財務部税務課
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３
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３
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史
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司
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３
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９
５
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。
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